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テキスタイルワー クと生涯学習及ぴその支援者の養成に関する一考察
Textile Works and Lifelong Leaming, and the Training of Its Supporters 
戸 坂恵美子
Emiko TOSAKA 
I はじめに
生涯学習が、人間の一生にとって重要なものであることは改めて言う までもなく 、この世に
生を受けたもの全てが充実した人生を送るために、 常に向学心を持って目的に向かつて努力を
重ねていきたいものである。
これまでにも数多くの人々が、色々なものを手がけているよう に、生涯学習としての分野は
種々様々である。読書、スポーツ、音楽、 美術等々、それぞれの目的を見つけて生涯学ぶこと
の幸せは、素晴ら しいものである。 学ぶことによって知識を得たり、作品ができたりするばか
りではなく、 そのことを通して人と人との輪が広がって行く。
そして、次代への架け橋としても大切な役割となっている。殊に現代では日常生活の電化な
どに伴い、自由な時間を持つことができるようになった。行政サイドからも生涯学習推進のた
め施設の設置にも力を入れるよ うになり、又一村一品運動などでもその地方の特産品を生かし
て、手作りのものを作るよう にもなった。そんなことからいっそう生涯学習の分野は広がって
来たと思われる。そんな中で、私は経験からテキスタイルワークが生涯学習に果たす役割が大
きいことを確信している。
このレポートでは、今までの経験が何らかの参考になればと考え、 若干の具体例を述べるこ
ととする。
I テキスタイルワークと生涯学習について
テキスタイルという言葉は専門用語としてのイメージが濃く、まだ一般的には親しみが薄い
ように思われる。英和辞典を引く と「textil巴」＝ 「織物」と訳されているが、現在では織物ば
かりではなく 、染色、編物、刺繍、フェル ト、 パッチワーク、キルト、 パスケタリ一等々を含
み、非常に種類が多く広範囲に及ぶものと考えられている。そして、それぞれに共通している
ことは、いずれも繊維を素材としている点である。それらは、衣服であったり、インテリア用
品であったり、様々な形で人間の暮しに欠く ことの出来ないものとなっている。
特に衣服は人間の皮膚に最も近く存在し、「第2の皮膚」とも言われ、人類が地球上に存在し
始めた原始の時代から、色々な工夫が試みられている。例えば、木の葉や樹皮を体にまとっ
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て、外界からの刺激、つまり暑さや寒さ、或いは外傷から身を守っていたと考えられる。この
様に最初は必要に応じて使われていたものが、やがては着心地の良いものへと発展し、更には
人聞の本能でもある身を飾るものへと進んだのである。 インテリア用品 寝具やカーテン、敷
物なども全く同じで、 寒さから身を守っていたものが、やがて居住空間を彩るものへと発展し
て来た。そしてテキスタイルは時代と共に、その国々の自然条件に左右されながら、世界各国
で様々な形を展開した。
テキスタイルを識ることによってその国の歴史を垣間見ることができるとよくいわれる。そ
れ程に、その国々の背景を反映しているのである。例えば、開拓時代の米国のキル トには女性
運動のひとつとして、当時の女性達の心が託されている。日本でも江戸時代の小袖などが歴史
を物語っている。 これらのテキスタイルは、テキスタイルデザインと言われるもので私たち人
間の生活に：l乙、要なものであるが、テキスタイルにはも うひとつテキスタイルア トー と言う分野
もある。これは、絵画や彫刻のように素材を通して作者の心、つまり主義主張を表現しようと
するものである。ファイパーアー トとも言い造形作品としての位置も有している。このよう
に、大変範囲が広く奥の深い分野で、ある。
私はこの両者を合わせて表現するときに、テキスタイルワークと呼んでいるが、特にテキス
タイルには、ハンドクラフトの部分とインダスト リアルデザインの部分とがある。今日ではハ
イテクノロジーを駆使して機械生産が発達し、かなり高度なものであっても大量生産が可能と
なっている。しかしその昔は、例えばセ ターーl枚を例にとっても、一家の女性が家族のため
に編んだものを大切に着用していた。手作りのものには自ずと愛情がこもり、手のぬくも りが
感じられ、家族の粋を一層強いものとしていった。又、編物でも縫い物でもその技法は母から
娘へ、又その娘へと引き継がれて来た。私自身の経験から思い起こしても、あの戦時中の物の
ない時代に私は小学校の低学年であったが、母の箪笥のなかに新しい毛糸の束を見つけて初め
て編物を習った。えんじと黄色の2色で作ったその手袋の暖かさは今でも忘れられない。又、
母が子供たちのために作ってくれたセー ター は、その時の母自身の幸せそうな表情と重なっ
て、懐かしい想い出である。この様に、私達が子供のころは、編物などを親から習うことは当
然のことであったが、現在の日本の多くの子供たちはTVゲームや塾通いに時間を費やし、落
ち付いてものを作る歓びを知らない。大変残念なことである。しかし、一方で、は既製品が多け
れば多い程、オリジナルなものへの憧れも強まり、その技術を修得して自分だけのものを創り
たいと思う人が増えていることも事実である。技術を学ぶことによって誰しもが創作する歓び
を味わい、心豊かな生活を営むことが可能となる。この様な観点から、私はテキスタイルの技
術を学ぶことに大きな意義を感じると同時に、生涯学習のひとつとして、重要な役割を担って
いると考えているのである。
以上、テキスタイルに対する私の見解を述べたが、本稿ではこのような主旨の元に発足した
三つの組織について紹介したい。
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m 支援者養成に関する事例
( 1）北海道テキスタイJレ協会について
北海道テキスタイル協会は、「テキスタイル」という言葉が新しい可能性をもって生活の内部
に根を下ろしはじめた1984年7月、テキスタイルに関わり を持つ人達が互いに考え、協力し会
う研鑓の場を持つことと、北海道ではまだ馴染みの薄い分野とも言えるテキスタイルの普及を
目的として発足した。
私がこういう組織を設立したいと考えた直接の動機は次の点であった。
そのひとつは、この3年程前にスカンジナピア各国のテキスタイルの視察をした折に、フィ
ンランドの首都ヘルシンキに於いて「フィンランド手工芸の友社」（SuomenKasityon Ystavat二
1879年設立）を訪れたことにある。ここのメンバーは、フィンランドの伝統的な織物技術の復
活と、外国に影響されない自国のスタイルを樹立することに力を注ぎながら、協同体としてメ
ンバーの育成と援助の役割も果たしていた。又、これより少し後になるが、1956年に設立され
た「ヘルシンキ手工芸協会J(HELSINGIN KASIJA TAIDETEOLLISUUS RY）を訪れたこと も
大きな刺激となった。 この2つの協同体を目の当たりにして、私は北海道にも この様な組織の
必要性を感じたのである。
その矢先の1982年7月、札幌市に於いて北方圏センターの主催による「北欧のインテリアj
と題した国際シンポジウムが開催された。このシンポジウムの内容はインテリアに包括される
全てのもの、 当然のことながらテキスタイルデザイ ンも大きな部分を占めていた。そして、更
に翌年はテキスタイルをメインにしたシンポジウムが企画された。1回目、2回目共にコーデ
ィネイターの役を務めさせていただいたが、北海道にはまだ根づいていないと思っていたテキ
スタイルがいよいよ根を下ろしはじめたことを実感した。 この時、集まって熱心に議論を交わ
した同志の方々に声をかけて、私の懸案で、あった北海道に於けるテキスタイルの協同体の設立
を提案した。以上の事柄が、北海道テキスタイル協会設立の動機となったのである。
発足して今年で満17年になるが、現在北海道を中心として50余名の会員が所属している。紡
く＼染める、織る、編む、そして更にはフェル トやパスケタリ一等、繊維を素材とする様々な
表現手段を試みているが、協会のポリシーとして設立当初より掲げている「生活に密着したテ
キスタイルjの意義は、時代の流れと共に一層深い意味を持って来ていると思われる。
会員は様々な制作活動と研究を推進し、広く 国内外との交流を基に、会の設立の目的である
北海道でのテキスタイルの普及に、微力ながらも努力を重ねている。年に l回の定例作品展の
他、 各種の特別展、講演会、ワ クーショップの開催、 芸術の森への講師派遣等々、一般の方々
への生涯学習の一助になるように、また会員が生涯学習の支援者となり得る力を養うことも含
めて、会の運営を行っている。
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主な活動の記録
・設立記念行事 国際シンポジウム
北殴 ・北海道テキスタイルシンポジウム
「北方のテキスタイル その世界 J 
設立記念作品展 「北の染 ・織 ・編むj
（以降 毎年 定例作品展を開催）
－札幌芸術の森 オープン記念行事共催
国際テキスタイル フォーラム （染と織－1986)
作品展 「l本の糸から時を越えて」
記念講演柚木沙弥郎氏、わたなべ ひろこ氏
北欧の作家による染、織のワークショップ
－名寄市に於いての協会展開催
－札幌市生活工芸秀作展札幌市と共催
・ 10周年記念展記念誌発行
－暮しに生きるテキスタイJレワー ク展（糸と布で奏でる森の詩）
芸術の森との共催
・札幌芸術の森10周年記念事業 テキスタイルワーク展
（道外在住作家と会員による）
‘97 冬のクラフト展 星からの贈りもの展 札幌芸術の森共催
北海道とフィンランドのテキスタイルワーク展
・15周年記念事業 「柚木沙弥郎の世界」（染色展）
－戸坂恵美子コレクション展 （世界各国のテキスタイル）
・シルクスク リーンの技法（講演会）
－沖縄の染と織 （講演会）
・紅花の染色 （講演会）
．デザインメッセへの協力
－ゲルハルト ・ノルデの世界 講演とシンポジウム 1アメリカンセンター
・ラモナ ・サキエステワの世界 講演会 ） 共催
・パスケタリー ナンシー・ベスの世界合同展とシンポジウム
－ワークショッフ。各種パスケタリ一 手紡ぎ 藍染め フェルト等々
・沖縄染と織の研修ツアー
－フィンラン ドのテキスタイルに関する石汗修ツアー 等々
以上がこの16年余りの間の主な活動の記録であるが、展覧会事業、講演会などは、いずれも
多数の一般参加を得て大変好評をいただき、また繰り返し行なっている各種ワークショップに
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会員展会場風景
10周年記念誌
会員展より
15周年記念展 「柚木沙弥郎の染色」より
会員展会場風景 星からの贈りもの展より
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も熱心な受講者を迎え盛況の中に終了し、次回を楽しみにしていただいている。
昨秋10月、毎年定例となっている作品展の第16回展を終えたばかりであるが、その内容も
年々充実して、染・織りはも とよ りフェルト、パスケタ リー と、 いろいろな技法による作品が
集まり会員の 1年間の研鐘の成果が並んだ。来場者も常連の方から、はじめて立ち寄った方と
様々だ、が作ってみたい、あるいは使ってみたいと言う言葉を耳にすることが、会員にとって何
よりの励みとなっているように思う。
尚、現在は2004年の20周年記念事業の企画のため会員一同張り切っているところである。
(2）「恵彩会」（北海道浅井学園大学短期大学部工芸美術学科テキスタイルデザインコースOGの
会）について
この会は、北海道女子短期大学（当時の校名）の20周年記念を契機として発足したテキスタ
イルデザインコースOGの会である。1968年、工芸美術学科の第l回卒業制作展が聞かれた。
この時のパンフレットに、染色コース（後にテキスタイルデザインコースと改名）の卒業生が
「ここまでやった染色が、卒業と同時におしまいなんて悲しいことは考えたくない。卒業後も
何らかの形でやっていきたい。jという言葉を残している。短大で2年間、専攻科に残っても
3年の学生生活は、足早に過ぎてしまう。テキスタイルは実に多くの技法があり、しかも根気
と時間を必要とする。丁度学生達が卒業を迎える頃は、テキスタイルに対し、一層興味の湧い
て来る時である。卒業生の一人一人にず、っと続けて学んでほしいと願いながら見送るが、なか
なか一人で学ぶことは難しい。 仲間が必要であり、迷ったときの拠り所が必要である。そんな
ことを考えながら、いつまでもテキスタイルの学習を続けられる様にと、会の結成を提案した
ところ卒業生達が応えてくれて今日に至っている。
卒業と同時に自動的に会員になり、年に l度の定例の作品展は、その年の卒業生も交えて開
催される。今年も3月はじめに第四回展を開催した。第1期生から最近の卒業生まで年齢の幅
は大きくなったが、先輩は後輩を助け、後輩は先輩に一目置きながら、それぞれ自由に制作し
た作品を持ち寄っての作品展はのびのびとしていて楽しい。卒業して皆異なった環境に身を置
きながら、この会が支えになって制作を続けているOGも沢山いる。女性の立場として、例え
ば育児や夫の転勤、家族の介護など、作品展に参加できない場合も当然のこととして起こ り得
るが、事情が好転した時に又帰って来る所があるのは幸せだと喜んでくれるOGの声もよく耳
にする。
作品展ばかりでなく、年に数回の勉強会を設け、テキスタイルの楽しさを少しでも多く の方
に知って貰いたいとの主旨により、一般の方達にも公開して講習会を聞いたりもしている。夏
休みの親子の染色教室も好評を得ているようだ。
又、努力を重ねて個人で教室を聞いているOG、芸術の森での講習会の講師を努めている
OG、前述の北海道テキスタイル協会のメンバーとなって活躍しているOG、故郷へ帰って地方
丈化のために活躍しているOG・・・…と生涯学習の支援者として社会へ貢献している卒業生が沢
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山いる。第1回生のひとりが代表を務めているが、その他に l～ 2年毎の交替制で数名の幹事
を決めて、運営に携わっている。
この会は私にとっても心強い存在であり、心の財産として大切にしている。年l回の親睦会
や時折母校を訪ねてくれる卒業生はいつも生き生きとしている。次第に力をつけて心豊かな
日々を送っているのだろう。今後もますます各自が持っている技術や知識を地域社会で活用
し、テキスタイルの生涯学習の担い手として尽力してくれることを期待している。
会の活動の主なもの
．年l回の定例作品展
・主な講習会 「浸し染め」「ハーブによるウール染めj「フェルテイング」「洗毛と原毛染めj
「藍染」「シリヤス染料の煮染め」「草木染め」
・ 10周年記念講演会
（元女子美術大学学長国画会会員）柚木沙弥郎先生による テーマ 「日々の歓ぴ」
．「世界各国のテキスタイル」（講演会）
私が講師を務めることもあるが、会員が講師を担当し合っているのも成長した証と して嬉
しいことである。
前述の様に毎年l回開催する作品展は毎年楽しみにして下さっている方々がおられ、会員た
ちの励みとなっている。毎年不思議に思うのは、それぞれ異なる技法で個々に制作しているに
もかかわらず、作品が全体的によく調和して、ひとつのハーモニー を生み出していることであ
る。 例えば、或る年には優しい風のように、又ある時にはにぎやかな花園のように、毎年見て
いると楽しい。
この会にとって、今までに一番大きな行事であった10周年の記念事業の柚木沙弥郎先生の講
演会は、 一般の方達150名を迎えての大盛況であった。 先生は私の大学時代の恩師であり、未
だに色々な面で御指導をいただいているということもあって、私自身の教え子達に是非先生の
お話を聴いて貰いたいという思いが実現して、私としても嬉しい行事であった。「布を敢えて染
めるのは、その布を一番良い状態にするためです。Jと言う先生のお言葉が大変印象深く 、考
えさせられることが多かったとOGの皆さんから感想が寄せられた。このことは先生のお話を
聴いて欲しかった私の意図する所であった。 その他にもインドネシアへの研修旅行なども行な
い見聞を広めている。
しかし残念なことに、工芸美術学科はこの3月に最後の卒業生を送って改組転換のため幕を
閉じる。同時にテキスタイルデザインコースも新会員を送るのは今年が最後ということにな
る。繰り返し検討をした様だが、この3月までのメンバーで会を持続しよう との結論に達した
ようだ。恵彩会の灯が消えることなく今後も継続することとなり嬉しい限りである。今まで通
りOG自身の生涯学習のためにも、生涯学習支援者としても頑張って貰いたいと思っている。
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元女子豊島術文学豊・宿衛会全員
被本沙弥騎私生
テーマ「日々 の歓び」
・日時／192年1月14日t幻
午後l隠叩分一3時
・会場／札幌箇擦爽流プラザ
コンペンション;f.-Jl,
｛義≪静開耳鳴鴎濁丁目州ピ崎町
．参加料／一般1.00P3.学生700Pl
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10周年記念誌
母と子の藍染め体験教室
149 
・ニュースに載せた染織情報
1 .スレン染料による建染め
2 直接染料を使う色のり染
3 織り機を使わないカンタン
手織り
4 生葉藍で染める
5 織り機を使わない絵織物
6.スーパーマーケット流植物
染色法
7. フェルト作り
8. フエルティング
9.絞り染めの基本パターン
10. イモ版・ラハースタンプで
染める
11.木綿 ，麻の精練
直接染料による煮染め
等々
中段・下段は恵彩会展会場風景
※ 
随時発行される
珪牙時＇ A ー ヴ心、木／五ー ユー λ
は新染料の紹
介、展覧会の案
内、ワークショ
ップのお知ら
せ、様々な染色
法等情報支援の
場となってい
る。
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(3）染色グループ「野の花」について
1960年頃より、札幌市に於いても新聞社や放送局が主催する文化教室 （今日で言う カルチャ
一教室）が目立ちはじめた。余暇を活用して何らかの趣味を楽しむ人が増え、各教室から染色
指導の依頼が相次いだ。そうした中でこのグループは、今から15年前に朝日新聞社のカルチャ
ーセンターで染色を学んだ方たちが、更に続けて学びたいということで結成し、グループ 「野
の花」としてスタートした。その後15年の聞には、基盤となった朝日カルチャー出身のメンバ
ーの他に、新たに芸術の森の講習会等で染色に興味を抱いた方が入会するなど、多少の入れ代
わりはあるが、常に15名を定員と して月 2回の土曜日を学習の日として集まっている。殆どの
メンバーが主婦であり、子育てが終わって時間的余裕のある方、お勤めをしながら限られた時
聞をやりく りしている方や、 など色々な状況の方たちで構成されている。
特異な例としては、中学の教師を定年によって退職後、短大部のテキスタイルデザインコー
スで科目等履習生として学び、 同時に入会して勉強を続けている方や、韓国の領事夫人が在札
中の5年程の聞この会で学び、帰国後テキスタイルの指導者となった例等がある。
その他の会員もかなりの技術を身につけ、生涯学習の支援者として芸術の森主催の体験教室
の指導に協力している。森を訪れる修学旅行生や、P.T.A.の研修会など、これまでに約4300名
にTシャツやハンカチなどの染色を教えている。はじめはl枚でも多く染めて楽しみたい、 少
しでも思う ような物が染められるようになりたいという素朴な気持ちから始めた方たちであっ
たが、 今ではこのよう に社会の役に立っていることにメンバー自身も生き甲斐を感じているよ
うであり、ますます染色に対する熱意が感じられる。この会も隔年で作品展を聞き、 作品展の
ない年には研修旅行をと決め、沖縄の染と織の研修旅行等を実施している。
作品展案内状
第七国グルー プ瞥の払染色展
， 
箱、＼~ー 守，ぎ！~＂：＇'i\，~汚辱場
、実認通P
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“野の花”染色展より
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U まとめ
以上、現在私が直接に関わり を持つグルー プや協会について述べて来た。いずれもお互いに
助け合い、 学んで行こうという姿勢は共通している。この三つの組織がこのような形で勉強を
続けている背後には、札幌芸術の森の存在を忘れられない。 1986年、 全国的にも類を見ない稀
有な設備を持つ素晴らしい施設と して、札幌芸術の森がオー プンした。その主旨は北固に根ざ
す芸術文化の育成を目的として、札幌市民ばかりでなく 、ここを訪れる全ての人の心豊かな生
き方を願って開園されたのである。テキスタイルに関係する施設としては、工芸館とクラフト
工房があり、オープン以来どれだけ多くの方達がその，恩恵に浴して来たか計り知れない。
言うまでもなく染色の講習会にもいろいろな年代層の方が集まる。圧倒的に女性が多いが、
中には定年退職後の男性の方、 若い大学生、専門学校生が参加してく れることもある。この種
の稽古事は女性の範鴎と考えられていた時代は過ぎたようにも思つ。また65才から受講生とし
て参加、現在78才になられでも若さと努力には誰しもが圧倒され、若い人たちの憧れの的にな
っておられる方もいる。この方がいつも生き生きと前向きなのは生涯学習による成果であると
思う。
毎年、年度のしめくくりとして講習会で制作した作品による「森から生まれたクラフト展」
が聞かれる。この展覧会に出品を依頼されることは、受講生の皆さんにとって大変に嬉しいこ
とであり、次への意欲も湧いてくるようである。
このような講習会や自由に使えるレンタル工房によって、北海道にもテキスタイルを志す方
たちが次第に増加して来たことは嬉しい限りである。今後もそれぞれの会の皆さんが、一層研
鐙に励み、自からの生涯学習のみならず、その支援者としてひとりでも多くの方たちに創る歓
ぴを伝えていただくことを期待している。私は、創作する日々には、 物事に対して正しい価値
判断のできる心のゆとりが生まれ、混沌とした世の中にも明るい兆しが見えて来ることと確信
している。
